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佐藤敦子さん (20 歳) (徳江字団扇16 健一さんの２女)

佐藤さんは、高校卒業後昭和: 61 年 4月に町職員となりました．

現在庶務係で．職員の給与の計算や職員共済組合の事務、電話の応答、

伝票整理などを行-､ています．また、給与計算か電算化されたため、コン

ピューターの操作も行っています．

「スキーやテニスなど、スポーツか好きです．休日は家で手芸などしてい
ます」と話す佐藤さん．すなおで明るく、活発なお嬢さんです．



税　 の　 特　 集 ② 奥さまと税

パート収入が年90 万円以下なら
所得 税もかからないし、夭の所得から

配偶 者控除も受けられるのね。

配偶者控除のほかに

配偶者特別控除も
受けられるんですって

所得税･配偶者控除

パート 収入は、通常、給与所徇になりま了．

した かってパートのΞ 収刀ヽ ﾖ[j万弓 ぷ下こすと

玲与所弓咥畭額(屬低57万円Jiを恩し慂=い・ 残

額力'潼 磴咥･除 ( 万円I,1以７となりまlrの で、

所得税はか力'りまセんし、配偶名控貯.を？け

ることモ.できます．

住民税
ハートのミE収力'壬万円以下ですと 給与所司

こ三辞で'‘三氏税の非評税限贋額(31万円丿以下

こ刄lつま苳ので、住三晩もかかり ません。

パート 収入と税

′ ぐ  ーﾄ

で虚1!ふ笂 �

天の所祷から

配偶書控除かI�

哨や'自分自身に｡ ，
��｀'衂｀亠・冫9�。 民 方!

88万円以下 �受.7っれる �かからない �かからない

88万円超90

万円以下 �
壁けられる �かからない � かかる

90万円超 �受, り゙ れない � かかる � かかる

●配偶者特別控除

62年の税制改正で配偶者特別控除が創設

さ れました。

配偶者特別控除は、夫の合計所碍金額が800

万円( 給与年収であ れば|､010万円)以 下

のときに適用され、控除額は奥さまの所得

によって調整されますが､最高額 はﾘ  2.5 囲

円てす。この 控除は、パ ート 収入が90万円

を超えていでｔ 凵]19･聯 円以 下であれば

受けること ができます。

●配偶者特別控除額の計算は…

絮難頡樊 霑7 囗2 ′ 500円－{(奥さまの給与収入－57万円)× ぜ}

り譛 鰉 瞻箔綴 囗2 ′ 500円－{(奥さまの給与収入－57万円) -33万円}

(注)い 内のit 輿で１万円 未満の碼数は切り捨て。



町県民税・所得税・個人事業税

申告は３月１５日までに

昭
和
六
十
二
年
分
所
得
の
、
町
県

民
税
・
所
得
脱
・
闘
人
事
楽
税
の
申

告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
脱
の
理
解
と
、
申
告
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
次
の
日
程
で

所
得
申
告
・
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
ｔ
い
さ
れ
ま
す
よ
う
お

頤
い
し
ま
卞
。。

奪
期
日

日
程
表
の
と
お
り
（
混
雑

を
さ
け
る
た
め
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
お
い
で
く
だ

さ

い
）

令
会
場

役

場

第

一

会

議

室
（

二

階

）

ｉ

惻
入
Ｈ
か
Ｉ
｀
お
λ

り
く
だ
き

い
‘

令
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

－※

必

ず

申

告

者

本

人

が

お

い

で

く

だ

Ｉ
奪
持
参
す
る
も
の

一
、
送
付
さ

れ
て

い
る
申

告
書

と
印
鑑

二
、
生
命
保
険
料
、
生
命
共
済
、
建
物

共
済
お
よ
び
火
災
保
険
料
払
込
証

明
咨

三
、
医
療
費
支
払
証
明
客
（
支
払
医
療

費
か
所
糾
金
額
の
五
％
ま
た
は
五

万
円
を
超
え
る
方
）

四
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
売
買
契
約

耆
气
申
告
者
お
よ
び
家
族
の
み
か
日
雇

い
、
出
陳
な
ど
を
し
て
い
る
場
合

は
給
与
証
明
濱

六
、
水
稲
、
果
樹
、
餐
蚕
な
ど
の
共
済

金
明
細
書

戈
大
農
具
な
ど
を
昭
和
六
十
二
年
中

に
購
入
さ
れ
た
方
は
そ
の
領
収
書

（
、
事
業
（
商
売
な
ど
）
を
し
て
い
る

方
は
、
総
仕
人
、
売
上
．
経
費
な

ど
の
恨
師

九
、
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票

弋
収
入
金
課
税
方
式
の
対
象
と
な
る

農
産
物
（
ト
マ
ト
、
な
め
こ
、
干

柿
。
い
ら

ご
、
果
樹
、
に
ら
。
き

ゅ
う
り
、
し
い
た
け
、
イ
ン
グ
ン
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
専
門
そ
菜
、
（

ウ

ス
ト
マ
ト
、
（

ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
）

の
収
人
金
額
の
明
細
書
お
よ
び
証

明
書

弌
そ
の
他
、
必
嬰
と
認
め
ら
れ
る
証

明
書
な
ど
の
喬
類

※
果
樹
共
済
支
払
金
に
つ
い
て
は
、

今
午
度
か
ら
標
準
外
経
費
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
払
共
済
金
の
受
領

蔬
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
脱
務
踝
（
茜

八
五
！
二
一
一
一
、
有
四
一
六
三
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭和62年分　所得申告相談日程表

月�日 �
曜

日�

申　 告　 柤　 鮫　 対　 象　 地　 区

���午前の部（9:00～12:00）�午後の部（13:00 ～16 : 04））

２

月�12�

金�小坂・太田川 �前田・板橋

�13�土�泉田上･ 泉田中 �泉田下・鳥取

�15�月�内谷西・内谷東 �高 城

�16�火�貝田北 �貝田南

�17�水�山　根 �光明寺

�18�木�大木戸・上野 �山崎北・滝山・石母田東

�19�金�石毋田表・石母田北 �石母田原 一石毋田西・鶉町

�25�木�町東・宮家・耕谷 �山崎舘・山崎小舘・宮前

�26�金�源宗山（柬・西・北）・大坂 �駅前・錦町

３

月�

２�水�大町南・大町北 �本町・宮町南

�４�金�宮町北 �確定申告

�８�火�森江野第１ �森江野第２・第３

�９�水�森江野第４・第５ �森江野第６・第７

�10�木�森江野第８・第10 �森江野第９・第11

�ll�金�森江野第12 �原町・築舘・並柳

�14�月�中部・北部 �川 内

※混雑しますので、指定の日においでください。

※確定申告をする方は。別途お知らせする日時においでください。



愛の献血に

１０５人

二
月
二
日
、
献
血

バ
ス
か
来
町
し
、

農
協
大
枝
支
所
前
、
国
見
電
子
前
、

役
場
前
．
慣
用
金
庫
国
見
支
店
加
で

献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
．

今
回
は
、
目
標
本
数
百
二
十
本
に

対
し
．
献
血
本
数
百
二
十
六
本
（
二

百

に
換
算
）
と
、
目
標
を
突
破
し
．

百
五
人
｛
申
し
込
み
者
は
百
十
四
人
｝

の
方
々
に
献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
．
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
噸

不
同

・
敬
称

略
）

（

一

般

協

力

》

阿

部

節

子

安

達
　
（

ツ
子

井

砂

山

男

巾

川

公

子

秋

葉

多
希
子

伊

東

芳

子

井

砂
　
ヨ
シ
子

氏

家

捉

占

小

野

八
瓜
子

大

槻
　

済

桐

沢

み
よ
子

佐

藤

済

春

佐

藤

和

子

鈴

木

光

子

鈴

木

キ
イ
子

瀬

戸

と
み
子

商

橋

孝

市

中

野

シ

ナ

廣

居

重

夫

村

上

善

衛

八

巻

１
代
子

寺

鳥

キ
ミ
子

菅

井

笑
賀
子

後

藤

ア

イ

大

塚

は

子

菅

野
　
　

明

後

藤

せ
き
子

控

藤

洋

子

斎

藤

規

雄

鈴

木

明

子

鈴

木

文

火

瀬

戸
　
ユ
キ
イ

擂

沢

ア
サ
子

秦
　
　

濟
　
一

松

浦

新
　
一

八

島

和

子

八

島

富
　
一

谷

津

陽

子

片

砂

喜
代
子

鈴

木

昭

子

《
信
用
金
庫
一

見
支
店
》

阪

内

戦
三
郎

菊

地

高

師

亀

岡

貞
　
一

本

多

隆

仁

渡

辺

和

笑

八

墟

敏

康

佐

Ｓ
　
　

進

菅
　
野

忠

夫

渡

辺

敏

光

渡

辺

仲
一
郎

《
公

立
廊
田
総
合

癖
院
》

南
　
　

良

祐

渡
　
辺

参

松

へ
国
見
電
子
》

赤

坂

裕

子

阿

部

典

昭

篠
　
田

国

枝

阿

部

英

人

膏

野
　
　

浩

森
　
　

睛

Ｆ

半

沢

弘

子

高

橋

サ
チ
子

佐
々
木

孝
　
一

（
国
見
町
墨
協
）

小

野

良

夫

《

商

工

会

員

）

菊

地

多
笑
子

佐
久
間
　
ツ
ヤ
子

大

森

忠
治
郎

菅

野

昭

雄

朽

木

好

秋

佐
久
間
　
ヨ
　
ネ

假
　
ｆ

眞

司

哈

汪

博

典

翻

水

正

参

伊

藤

紀
忠
子

後

藤

繁

雄

穐

月

辰

也

大

森

京

子

黒
　
田

義

男

佐
久
間

正

男

ぷ
　
手

富

子

高

棆

破

味

他

苅

栄

治

占

田

と
き
子

《
国
見
町
役
場
）

人

波
　
　

健

谷

津

富

夫

安
　
Ⅲ

博

三

羽
眼
川

孝

司

菊

地

叱

笑

占
　
川

義

畴

羽

根

洋
　
一

宍
　
．卩

浩

寿

佐

藤

光

男

菊

地

軽
　
子

菅

瞭

夊
　
子

遠

藤

八
爪
ｆ

俺

鱗

則

雄

八

鳥

契

雄

菅

野

信

朗

武
　
…”

正

裕

松

浦

昭
　
一

佐

藤

皃

成

阿

部

正
　
．

佐
久
川
　
　

茂

武

田

友

江

中

山
　
ミ
エ
子

蓬
　
Ⅲ

恭

ｆ

人

波
　
正
　
’ｒ

手 袋

東
京
に
雪
が
降
る
と
、
転
ん
で

骨
折
し
た
り
す
る
人
が
多
く
、
よ

く
話
題
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

雪
に
慣
れ
て
い
な
い
か
ら
で
も
あ

り
ま
す
が
、
都
会
の
人
が
最
近
あ

ま
り
手
袋
を
は
め
な
く
な
っ
た
こ

と
と
屯
脚
仞

力
决

る
よ

う

で

す
。
寒

い
と
手

を
ポ
ヶ

ツ
ト
に
入

れ
て
い
る
た
め
、

転
ん
だ
と

き
に
け

が
を
し

や

す
い

と
い
う

の
で
す
。

手
袋

と
い
う

と
、
子

供

の

こ
ろ
、
霜

や
け

の
手

に

お
母

さ
ん

が
夜

な
べ
し
て

編

ん
で
く

れ
た
手

袋
を

は

め
て
、
霜

柱
を
踏

み
な

が

ら
量
校
し
た
思
い
出
の
あ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
昔
は
子
供
の

手
袋
は
左
右
を
毛
糸
の
ひ
も
で
つ

な
い
で
い
ま
し
た
。
大
切
な
手
袋

を
な
く
さ
な
い
た
め
で
す
。
で
も

最
近
は
、
電
車
や
駅
の
落
と
し
物

の
手
袋
を
探
し
に
来
る
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
い
そ
う
で
す
。

手
袋
と
ひ
と
く
ち
に
い
い
ま
す

が
、
形
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
名

が
あ
り
ま
す
。
五
本
指
の

も
の
を
グ
ラ
ブ
、
親
指
と

他
の
四
本
の
指
と
が
別
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
ミ
ト

ン
、
指
先
が
な
い
も
の
が

ミ
ッ
ト
で
す
。

手
袋
は
防
寒
だ
け
で
な

く
、
装
飾
用
、
礼
装
用
と

し
て
も
使
い
ま
す
。
男
子

の
礼
装
に
は
、
白
の
子
ヤ

ギ
の
皮

の
手
袋

が
使
わ

れ
る
こ

と

も
あ
り
、

女
性
の

盛
姿

に
は

ひ
じ

の
上

ま
で

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

で
、

二
月
は

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
月
間

で
す

。
こ
の

と
こ
ろ

、

比

較
的
エ

ネ
ル

ギ
ー
事

情
が

い
い

よ

う
に
見
え

る
の

で
、
つ

い
油
断

し

が
ち
で

す
が
、

畷
房

の
合
理

的

な

使
用

を
心
が
け

る
な

ど
、
省

エ

ネ
ル

ギ

ー
型
の
生

活
を
習

慣
に

し

た

い
も
の
で

す

。



ふるさとの文化財
4

7徳江観音寺

汽 車 絵 馬

菊　池　利　雄

徳

江

観

音

寺

の

観

音

堂

に

は

、

徳

江

タ

ケ

ｉ

市
Ｍ
｀
。

に
｀
一
男

・

髮

）

が

明

｛
軻
奏
氏
力
火
人

作
剛
抽
四
年
｀
令
ま
れ

治

二

十

五

年

に

当

時

文

明

開

化

の

シ

ぶ

ル

と

さ

れ

た

汽

車

吻

紅

以

黔

以

恥

の

図

柄

に

絆

齡

が

？

こ

し

た

、

絵

馬
｛

｝

｀

″
）
が

奉

納

さ

れ

て

い

る

。

日

本

の

鉄

道

は

、

明

治

五

年

（

一

八
七
二
）
明
拍
政
府
が
東
京
の
新
橋

と
横
浜
と
の
間
に
開
通
さ
せ
た
、
い

わ
ゆ
る
岡
蒸
気
に
は
匕
ま
る
。

こ
の
鉄
道
を
東
北
地
方
に
延
長
し

よ
う
と
す
る
意
見
は
早
く
か
ら
あ
っ

た
が
。
当
時
の
国
の
財
政
で
は
早
急

な
建
設
は
の
ぞ
め
ず
、
民
間
企
業
の

手
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
明
治
十
四

年
に
日
本
鉄
道
会
社
か
設
立
さ
れ
た
。

鉄
道
の
敷
設
は
ま
ず
明
泊
十
五
年
東

京
。
高
崎
間
に
始
ま
る
が
。
東
北
地

方
に
延
び
る
線
路
は
大
宮
よ
り
分
岐

し
て
、
二
十
年
七
月
に
は
郡
山
ま
で

闘
通
し
て
い
る
。
一
方
、
塩
釜
港
よ

り
資
材
を
陸
揚
げ
し
仙
台
を
経
て
南

へ
向
か
う
線
路
は
、
明
治
十
九
年
の

六
月
に
着
工
敷
般
が
は
じ
ま
り
、
明

治
二
十
年
十
二
月
に
は
郡
山
よ
り
北

に
延
び
た
線
路
と
福
鳥
で
結
ば
れ
、

東
北
本
線
の
前
身
と
な
っ
た
上
野
・

塩
釜
間
の
鉄
道
は
全
通
し
た
。
後
進

地
と
い
わ
れ
る
東
北
の
山
野
を
ぬ
。

て
驀
進
す
る
、
文
明
の
利
器
汽
車
の

姿
に
、
人
々
は
驚

き
の
眼
を
み
は
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
当
時

の
上
野
・
仙
台
間
の
汽
車
賃
は
下
等

（
三
等
）
で
二
円
十
五
銭
・
所
要
時

間
は
十
二
時
間
二
十
分
で
あ
っ
た
と

い
う
ご
1
-
- み

こ
の
鉄
道
は
最
初
の
計
画
で
は
、

福
島
以
北
の
地
域
は
阿
武
隈
川
沿
い

に
。
保
原
・
梁
川
か
ら
宮
城
県
の
丸

森
・
角
田
を
経
て
仙
台
に
向
か
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
。
当
時
養
蚕
業

の
本
場

で
あ

っ

た
こ
の
地

域
の

人
た

ち
は

、
汽
車

の
煙
で

桑
の
葉

が
黒
く

な

っ
て

蚕
か

食
わ

な
く
な

る
と

し
て

反

対

し

た

．

こ

の

た

め

桑

折

・

藤

田

・
白

石
を
経

由
す

る
奥

州
街

道
沿

い
に
変

更
き
れ

、
路

線
は

厚
樫

山
麗

の

急
勾
配

地
を

避
け

る
こ
と

か
で
き

ず
、
曜
工

事

が
し

い
ら
れ
る

こ
と

に

な

り
た
．

東
北

緯

が
開
通
さ

れ
た

こ

ろ
の
停
車

駅
は

福
鳥

・
桑
折

・
越
河

・
白
石
の
順

序

で
あ

っ
た
か

、
明

治

二
十
九
年

奥
山

半
蔵
等

の
尽

力
で

、

日

本
鉄

道
会
社

と
の

間
で
藤

田
停
車

場
設
置

の
契
約

が
な

さ
れ
、

明
治

三

十
三
年

九
月

五
日

に
藤

田

駅
か
開
業

し
て

い
る
．
同

三
十

九
年

十
一
月

峡

道
国
有
法

に
よ

り
日

本
鉄
道

は
買

収

さ
れ
て

、
東
北

本

線
は
国
有

鉄
道

と

な
っ

た
．
昭
和

六

十
二
年

国

鉄
の
分

割
民
営

化
に

よ

り
、
東

日
本

旅
客
鉄

遭
会
杜

に
引

き
継

が
れ
今

日

に

い
た

っ
て

い
る
か

、
本
年

は
こ

の
町

に
鉄

道
か
敷

か
れ
汽

車

が
は
し

る
よ
う

に

な

り
て

、
百

岡
年

の
記
念

す

べ
き

年

に
あ

た
っ
て

い
る
．
｛
『
’Ｊ
四
Ｊ
り
』
゛
　

観

音
寺
に
奉

額

さ
れ
て

い
る

こ
の

絵
馬

は
、
鉄

道
開
業

当
時

を
し

の

ぶ
．

数
少

な

い
資

料

と
し
て
貴

重
な

も
の

廴
　

・

奴
賢
寺
、
藤
川
駅
、
怖
Ｓ
一
縷

｀
あ

る

（
氏
か
ら
資
料
を
い
た
だ
い
た

）

｛
現
在
東
北
新
畔
線
に
よ
る
仙
台
・
上
野

間
の
所
輿
吟
間
は
一
時
間
五
十
三
分
、
柬

北
緯
開
裏
畸
の
十
二
吟
間
二
十
分
と
比
較

す
れ
ば
約
七
分
の
一
に
短
縮
し
、
料
金
も

特
急
料
金
込
み
で
九
千
九
百
円
、
創
業
時

の
二
円
二
十
銭
と
で
は
四
千
五
百
倍
と
な

『

て
ぃ
る
』

みんなの国民年金

☆昭和63 年４月から毎月納付となります☆

国民年金法の改正で保険料は毎月納付制にかわります．

本年４月分から納入期日が下記のとおり変更になりますので『町違いのない様にお願い

いたします．

月 � ４ � ５ � ６ � ７ � ８ � ９ �10 �11 �12 � １ � ２ � ３

納入

期日 �

４月15

日(匐 �

５月16

日側 �

６月15

日C水）�

７月15

日(匐 �

８月15

日(月J�

９月16

日(匐 �10

月17

日(月)�11

月　15

日脚 �12

月　

５日側 �

１月17

日脚 �

２月15

日(水)�

３月　

３日(匐

●前納……４月30日まで

保腴 料には前納制度かあります。割引率は年５.5％の大変有利な制度です。ご活用ください。

☆４月から保険料額が変わります☆

�62年度(３ヶ月ごと納付)�63年度(毎月納付)

保険料頡 �
１ケ月 れ 48 円
付加保険料　
１ケ月400 円プラス �

ｌケ月7.700 円
付加保険料
１ケ月400 円プラス

○田民年金はあなたの老後を保障する大切な制贋です．

保険料はお忘れなく期限まで納めましょう．

保険 料の免 除制 度

年金保険料を未納のままにしておきますと年金か受けられなくなる場合があります．所得か少なく生活が苦しい．

痢気をした、災杏や事故または廃業などで保険料を納めるのか困難な方には申請免除という制度かありますから年金

係へご相談ください．



児
童
手
当
の

受
給
資
格
が

変
わ
り
ま
す

児
童
手
当
は
、
昭
和
6
1年
か
ら
二

人
目
の
子
供
に
も
支
給
さ
れ
て

い
ま

す
．
そ
の
受
給
賢
格
は
三
年
間
に
わ

た
り
、
段
階
的
に
変
わ
り
ま
す
か
．

昭
和
6
3年
４
月
１
日
か
ら
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
．

◇
受
給
資
格

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
収
入
が
一

定
の
額
未
満
の
場
合
．

な
お
．
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で

一
一
一
一
一
一
一

φ

礎
務
教
育
就
学
ま
で
の
間
支
給
さ

れ
ま
す
．

二
人
目
の
児
童

月
額
二
千
五
百
円

三
人
目
以
降
の
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

◇
申
硫
受
け
付
け
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
受
給
資
格
の
あ
る
方

で
、
ま
だ
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
、

制
度
改
正
で
新
た
に
受
袷
資
格
か

生
じ
る
方
、
現
在
受
給
中
の
方
で

支
給
額
が
増
額
と
な
る
方
に
は
、

申
請
手
続
き
の
通
知
を
個
別
に
送

付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
．

※
畔
し
い
こ
と
は
。
役
場
住
民
譚
福

祉
係
（
一

八
五
－

二
一
一
一
内
線
一

三
四
有
線
四
一
六
一
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
・

Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
か
ら
の

お

知

ら

せ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
昭
和
6
3年
３

月
1
3日
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
尖
施
し
ま

す
。今

回
は
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
で

約
一
万
キ
ロ
。
在
来
線
で
約
四
万
キ

ロ
、
前
回
昭
和
6
1年
1
1月
の
改
正
を

大
幅
に
上
回
る
約
五
万
キ
ロ
も
の
大

増
発
と
な
り
ま
す
．

藤
田
駅
関
係
で
は
、
下
り
1
9時
2
4

分
着
藤
田
駅
止
ま
り
、
2
3時
2
8分
着

藤
田
駅
止
ま
り
、
上
り
1
9時
4
0分
藤

田
駅
始
発
の
各
列
車
が
新
設
さ
れ
ま

す
．そ

の
外
の
列
車
に
つ
い
て
も
、
時

刻
か
改
正
と
な
る
列
車
が
あ
り
ま
す

が
．
当
駅
で
、
時
刻
表
を
作
成
し
、

配
付
い
た
し
ま
す
．

通
信
教
育
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

県

立
福

島
中

央
高

等

学

校
通

信
制

課

程

た
だ
い
ま
県
立
福
鳥
中
央
高
等
学

校
通
信
制
課
程
で
、
昭
和
6
3年
度
の

入
学
生
を
募
集
中
で
す
。

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
し

た
い
方
、
一
般
教
養
を
高
め
た
い
方

な
ど
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
学
力
検

査
が
な
く
入
学
で
き
ま
す
。
学
習
は
、

家
庭
で
教
科
書
・
学
習
嘗
（
と
も
に

無
償
給
与
）
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
し
て
学
校
に
送
る
ほ
か
、
月
二

回
程
贋
日
曜
日
に
面
接
授
業
（
ス
ク

ー
リ
ン
グ
）
を
受
け
る
も
の
で
す
・

入
学
希
望
の
方
は
．
郵
便
切
手
百

二
十
円
を
同
封
し
て
左
記
に
願
書
な

ど
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
．

な
お
、
聴
講
生
の
募
集
も
行
っ
て

お
り
、
職
業
上
の
必
要
や
自
己
の
教

養
を
高
め
る
目
的
で
一
部
の
教
科
・

科
目
に
つ
い
て
の
聴
講
を
希
望
す
る

方
は
、
学
歴
や
年
齢
に
関
係
な
く
聴

講
で
き
ま
す
．

紀

一
、
募
集
定
員

普
通
諜
　
四
〇
〇
名

二
、
出
願
資
格

中
学
卒
業
者
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
か
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三
、
出
願
期
間

昭
和
6
3年
２
月
1
5日
㈲
か
ら
４
月
1
6

日
出
ま
で

四
、
出
願
誉
類

・
入
学
願
書
（
所
定
用
紙
）

・
入
学
の
助
機
に
つ
い
て
の
作
文

（
所
定
用
紙
）

・
出
身
学
校
か
ら
の
飼
査
蠢
（
不
明

な
点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

・
写
輿
四
枚
（
縦
４
ｍ
、
横
３
『

内
一
枚
は
願
番
に
貼
付
』

・
返
信
用
切
手
　
三
百
五
十
円

五
、
選
抜
方
法

提
出
書
類
を
資
料
と
し
て
判
定
し
、

学
力
検
査
は
行
わ
な
い
．

六
、
出
願
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
Ｓ
　

福
鳥
市
渡
利
七
杜
宮
1
7

福
島
県
立
福
鳥
中
央
高
砕
学
校
通

信
制
課
程
　
一

二
三
一

四
七
七
〇

機
能
訓
練
生
の

募
集
に
つ
い
て

現
在
町
で
は
、
身
体
の
機
能
か
低

下
し
て
い
る
方
で
、
医
療
終
了
後
も

継
続
し
て
機
能
釧
練
の
必
要
な
方
を

対
象
に
、
機
能
訓
練
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
．

脳
血
管
疾
患
な
ど
で
障
害
の
あ
る

方
は
、
身
体
機
施
を
も
と
に
も
ど
す

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

程
度
に
、
基
本
的
動
作
の
訓
練
を
継

続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
障
書
の
回

復
や
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
．

訓
練
は
．
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
あ
つ
か
し
荘
』
で
．
毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
ま
で
行
わ
れ
、

月
二
回
は
．
公
立
藤
田
橡
合
病
院
の

理
学
療
法
士
の
指
導
が
受
け
ら
れ
ま

す
．希

望
す
る
方
は
役
場
保
健
腺
（
一

八
五
－

二
一
一
一
内
線
一
四
二
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．



『北方領土の日』について

なぜ２月７日 が、『北方領土
の日

』な
のか?!

昭和56年1 月６日 の閣議で、政府は、北方領土問題

に対覃る国民の関心と理解をさらに深め、全国的な北

方領土返還要求運動の一層の推進を図るだめ、１ 年２

月７日を「北方領土の日 」とすることを決めました。

この「北万領土の日｡」については、 北悪道や北方領

土 返還妥求運動を推進している民間団 体などから、そ

の股定を強く 妥望さ れていたものです。それでは、２

月 フ日という日 にはど んな意味があるのでしょう。

1855年の２月７日（|日暦 では安政元年12月21日）伊豆

下田において日 露通好条約が調印されました。こ の条

約で日本とロ シアとの国境は得撫島と択捉島の問とさ

れ、得撫島より 北の千島列島はロシ ア領、択捉島より

南は日本領とされました。

私だ５日 本国民 がソ 連に対し、その返還を強く 求め

ている 北万領土（Ｓ 舞群島、色丹島、田 後島､ 択捉島）

は、古釆 から日 本の 領土であることが初めて法的に両

田で健認された日で あり ます。

その歴史的な意 義がらいっ ても「北方領土の日 」と

して、最もふさ わしい日 であるとされたのです。

伊
達
西
根
堰
上
地
改
良
区

地
域
か
ん
が
い
農
地
面
積

移
動
届
け
出
に

つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
度
の
水
利
費
賦
課

に
つ
い
て
、
賦
課
の
基
準
と
な
り
ま

す
農
地
か
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
権

に
移
動
の
出

た
方
、
経

営
移
譲
で

名
義
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
農

地
の
貸
借
か
行
わ
れ
た
場
合
の
水
利

費
の
支
払
い
者
名
を
確
認
の
上
。
伊

達
西
根
堰
土
地
改
良
区
へ
二
月
二
十

九
日
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
魯
八
二
－

二
三
一
九

戸 籍 の 窓 口
（１ 月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

武 幸(たけゆき)阿郎 正幸　泉 田 下

紗保・(さ お り)鴨田 忠幸 山 崎 舘

勇　斗(ゆ う と)丹泊美津雄 駅　 前

慎 也(し ん や)秦　　 誠 駅　 前

尚　生{な お き}氏家 孝嗣 宮　 東

亜 樹{あ　　き}佐藤 春人　石毋田東

成　美(な る み)横山 勝也　鳥　 取

朋 美{と も み}古内　賢蔵 内 谷 東

倥{ し ゅ ん}斎藤 由吉　山　 很

美由紀(み ゆ き)佐藤 操一　前　 田

結婚おめでとうございます

氏　　 名

大　波　　 努

橘　　 真由笑

古 川　孝　復

古　川　恵　子

部 落

宮 町 南

梁 川 町

宮　 東

宮　 東

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年船　　 郎　落
菅 井 正 一　　47　　 泉 田 下

斎 藤　留　治　　78　　 只　 田

浅 野 利 市　　86　　 山 崎 北

齊 藤　ア　サ　　82　　･ 』ヽ　坂

鈴 木　貞　雄　　59　　Xj ヽ　坂

菅 野 ハ　ル　　87　　 内 谷 束

井 砂　マチヨ　　83　　 北　 部

仲 野 榮太郎　　45　　 泉　 田

人 口 と 世 帯

２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人
　
　

口

･男5  , 7 人（＋8 ）

女6  , 1人（＋10）

計 12.0 人(  十 18 )

世帯数2.81 戸(  十 3 )

転　入21 人

転 出　５人

出　生　10人

死　亡　８人

心配ごと相談日
場所：役場Tこ階相鴣窒i 東慨入口からお入り９ いj

時間：９時～12 畤

こ まったこ とや、相談ご とがありましたら、

お訊僅1二ご相談下さい。 秘密は絶 対に守ります。

〔相 談 員 〕

２月 日 ( 木）鈴木 正雄・牧野 容子

３月５卩（土）斎藤　光夫・簗瀬 貞子

３月15日（火）菅野 賛郎・高野 時子

２月　如月（きさらぎ）

16曰 く火）全国狩猟禁止

19 日 (金）雨　 水

万国郵便連合

加盟記念日

29 日 (月）火災予防運動

３月　弥生（やよい）

１日（火）全国緑化運動

４日（企）満　 月

５日（土）啓　 蟄

７日（月）消防記念日

８日（火）国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08  5  ｰ  2  6  7  6

(  有 )  4  ｰ  5  6  |

成
　

人
　

式

～
1
7
1
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
～

成
人
の
Ｈ
の
一
月
十
五
日
、
町
公

民
館
で
「
成
人
式
」
が
行
わ
れ
、
百

じ
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

午
的
十
時
か
ら
式
が
行
わ
れ
、
町

長
式
辞
を
人
島
助
役
か
ら
『
新
時
代

を
担
う
皆
さ
ん
か
．
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
さ
れ
た
こ
と
を
睨
福
す

る
と
と
も
に
、
今
後
ら

阯
会
の
た
め
に
大
い
に

役
立

ご
ヽ
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
成
人
青
を

代
表
し
て
松
浦
美
加
さ

ん
（
人
木
戸
）
に
成
人
蔬
ぷ
か
授
７

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
品
は
、
佐
藤
教
育
委

員
艮
か
ら
、
佐
藤
智
１
さ
ん
｛
人
枝
｝

に
日
録
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
人
勢
の
来
賓
の
方
々
か

見
え
ら
れ
。
代
表
し
て
宍
戸
町
議
会

議
長
の
祝
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
成
人
者
を
代
表
し
て
佐

藤
啓
さ
ん
（
小
坂
）
か
ら

『
私
た
ち

‐。
人
ひ
と
り
か
、
一
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
豊
か

な
地
城
づ
ぐ
り
に
精
い
っ
ぱ
い
努
力

し
ま
す
」
と
答
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
。
国
見
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

同
好
会
に
よ
る
金
管
五
爪
奏
の
軽
快

な
演
奏
を
聞
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
者
令
員
で
記
念
写
真

撮
彫
を
し
て
成
人
式
を
閉
じ
ま
し
た

な
お
式
典
の
ス
十

。
ブ
町
ａ

を
、

公
民
鮎
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

▲晴れて大人の仲間入りをされた成人考の皆さん

▲答辞を読む佐騅啓さん

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

閉

級

式

あなごりを惜しみながらの閉級式

．
．
月
Ｌ

日
（
日

）
公
民
館

で
、

少
年

仲
間

づ
く

り
教
室

の
閉
級

式

が
行
わ

れ

、
乍
級

胞
約

瓦
卜
人

と
、
そ

の
父

兄

か
参
加

し
ま

し
た
．

こ
の
教

室
は

八
月

に
閧
級

、
そ
の

後
．
霊

山
子
似

の
村
で

の
二
泊

三
1
1‥

の

「
キ

ャ

ン
プ
研
修

」
な
ど

、

‐
1
.
回

の
平
習

を
実
施

し
て

き
ま
し

た

年
齢

の
賢

な
る
妲
団

の
中

で
、
剛

作
活
動

、

レ
ク
リ
・Ｘ
Ｉ

シ

プ

弋

野

外

活
動

な

ど
を
通
し

て
、
仲

間

づ
く

り
の
人

切
さ

を
如

・
て
し

ら
う
こ

と

を

卜
的
に
開

設
し

て
き

た
も
の
で
す

．

式
で

は

、
担
当

者
か

ら
学
級
の

火

施
報
告
、
公
民
館
長
か
ら
修
了
証
蠡

の
授
与
、
皆
勤
者
の
表
彰
か
行
わ
れ
、

続
い
て
蓬
田
教
育
長
か
ら
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
藤
田
小
学
校
・
瀬
戸
校
長
先

生
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
こ
の
一
年
間
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
″
ン
や
ゲ
ー
ム
、
野
外
活

動
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
サ
ー
ク

ル
ぼ
け
っ
と
会
員
の
桁
導
で
、
お
別

れ
パ
ー
テ
ィ
ー
か
閧
か
れ
、
観
子

】

緒
に
な
っ
て
レ
タ

ー
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

最
後
に
、
サ
ー
ク
ル
ぽ
け
『
と
の

石
川
会
長
か
ら
『
い
っ
ま
で
も
友
情

を
人
切
に
し
て
く
だ
さ
い
‘
と
あ
い

さ
っ
か
あ
り
、
別
れ
を
惜
し
み
な
か

ら
閉
会
し
ま
し
た
。

中
央
婦
人
学
級

電
化
製
品
の
正
し
い

使
い
方
を
学
ぶ

去
る
一
月
二
十
日
（
水
）
午
加
九

時
三
卜
分
か
ら
、
東
北
電
力
福
鳥
営

業
所
の
協
力
で
、
町
門
講
師
を
招
き
、

［
電
化
製
品
の
正
し
い
使
い
方
］
に

っ

い
て
溝
義
を
聞
き
ま
し
た
。

乍
級
生
約
二
十
人
の
参
加
か
あ
り
、

料
理
実
習
も
行
い
、
有
意
義
な
学
習

か
で
き
ま
し
た
。

二
月
の
学
習
会
は
二
十
四
日
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
講
義
と
閉
講
式
を

予
定
し
て

い
ま
す
。



阿
津
賀
志
学
級

寿

祝

い

▲寿祝い餓当者の皆さん

一
月
十
二
日
公
民
館
で
、
阿
津
賀

心
学
級
恒
例
の
行
事
で
あ
る
新
年
会

『
昨
祝
い
』
か
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
日
は
、
心
配
さ
れ
た
天
気
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
学
級
生
約
二
百
人

が
参
集
し
、
お
互
い
の
元
気
さ
を
祝

橸
し
あ
い
ま
し

た
。

今
年
の
郵
祝
い
該
肖
者
は
。
米
寿

の
方
三
人
、
喜
寿
の
方
二
十
一
人
、

古
稀
の
方
九
人
の
二
十
三
人
で
。
一

人
ひ
と
り
に
藤
田
委
貝
長
か
ら
祝
詞

と
記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
畏
祝
辞
を
八
鳥
助
役
か

ら
受
け
、
宍
戸
町
離
会
議
艮
、
蓬
田

教
育
妊
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
受

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
踊
会
の
方
々
に
よ
る

日
本
舞
踊
を
観
賞
し
、
な
ご
や
か
な

楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
月
の
学
習
会
は
、
二
十
六
卜
の

’ｒ
定
で
す
。

４ 藤田委員長から喜爵祝いを受ける奥山さん

親
子
ス
キ
ー
教
室
で

楽
し
い
1

日

一
月
卜
七
日
（
日
）
親
子
ス
キ

ー

教
室
を
。
二
本
松
塩
沢
ス
キ
ー
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
親
子
ハ

ト
人
が
参

加
、
午
前
八
時
に
公
民
館
を
出
発
し
、

九
時
半
に
ス
キ
ー
場
に
到
着
、
早
速

町
体
育
指
導
員
お
よ
び
サ
ー
ク
ル
ぽ

け
・
。
と
公
μ

の
指
瞬
の
も
と
、
ス
キ

ー
敏
令
を
行
い
ま
し
た
『

参
加
矜
の
中
に
は
、
初
め
て
ス
キ

ー
を
は
く
人
も

お
り
、
歩
き
万
、
転

び
占
を
汗
だ
く

だ
く
に
な
り
な
が
ら

練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
自
分
た
ら
で
ど
う
に
か

す
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
思
い
思
い

に
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
親

と
’ｒ

の
ふ
れ
あ

い
か
で
き
ま
し
た
。

▲楽しい一日を遇ごした親子スキー教官

公
民
館
長
抔
第
一
回

高
校
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
る

一
月
卜

卜

（
川
）
川
‥
｝’地

区
商
校

保
護
者

会

（
神

津
武
志

会

災
）
Ｌ

催

の

、
公
民

館
長

杯
第

一
川
高

校
生

バ

レ
ー
ポ
ー
ｔ
人
会
が
、
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
会
に
は
。
地
ド
ご
と
に
編

成
さ
れ
た
叭
７ｒ
．
女
予
と
む
Ｉ
チ
ー

ム
か
軫
‐
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ら
は
日
ご
ろ
の
練
刊
を
卜

分
に
発
揮
し
。
好
試
べ
口
か
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

昼
は
傑
護
者
会
で
準
備
し
た
お
に

ぎ
り
と
、
豚
Ｈ
を
ご
ら
そ
う
に
な
り
、

大
い
に
は
し
ゃ
い
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

く
 
: ご
り
Ｉ
グ
戦
で
行
わ
れ
、
夕

汐
三
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
社
会
役
日
の
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
陳
で
し
た
　
商
咬
生
た
ち
の

若
い
力
を
心
身
と
も
に
大

い
に
伸
ば

し
て
や
り
た
い
し
の
で
す
。

男
子
優
防

藤
田
Ａ
チ

ー
ム

女
子
優
勝

藤
田
Ｂ
チ
ー
ム

Ａ熱戦を展闘したバレーボール大会

国
見
町

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

跨
少
年
健
令
育
成
を
日
的
と
し
て
、

国
見
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
の
団

八
を
募
集
し
ま
す

練
習
日
　
毎
週
火
、
金
曜
日

場

所
　
国
見
町
体
育
館

時

間

午
後
六
時
三
卜
分
か
ら

入
会
寸
希
望
さ
れ
る
方
は
練
習
日

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

安
剛
博
そ
　
八
五
－

四
九
〇
六

公
民
館
　

八
五
－

二
六
七
六

国見町囲碁大会のおしらせ

l.H　　 畤　 ３月6 日 ( 日 ) 午前９畤から

2.場　　 所　 国見町公民館
3.会　　 費　 １人1.500円（昼食代など含む）

4
°
？4?　 ヮ 月 ま で･I 

‘g　
晋

一
韲

込 み　先　　　　　　 ・古n凵71 公民?::｡::?;1〕

5,主　　 催　 国見町囲碁ldj好会（lt表 衿津武志）

6,筏　　 植　 国見町公民館



「
鬼
は
外
!
!

福
は
内
!
!
」

～
小

坂
小

で

豆
ま
き
～

節
分
の
日
の
二
月
三
日
、
小
坂
小

学
校
で
は
、
体
育
館
で
、
全
校
生
徒

で
豆
ま
き
を
行
い
ま
し

た
。

日
本
の
伝
統
行
事
で
あ
る

ご
豆
ま

き
”
を
す
る
こ
と
で
。
昔
か
ら
伝
え

ら
れ
た
行
事
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

節
分
に
つ
い
て
の
お
話
を
校
長
先

生
か
ら
聞
い
た
後
、
生
徒
会
役
員
や
、

先
生
方
か
、
手
作
り
の
か
み
し
も
。

は
か
ま
に
身
を
つ
つ
み
、
大
き
な
声

で
『
鬼
は
外
、
柵
は
内
』
と
ま
く
豆

を
、
下
級
生
と
上
級
生
の
二
回
に
分

け
て
拾
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
か
。

自
作
の
め
ん
や
、
「
わ
す
れ
も
の
鬼
」

や

『
ぐ
ず
ぐ
ず
鬼
』
、
『
な
ま
け
鬼
』

な
ど
、
自
分
の
な
お
し
た
い
こ
と
を

書
い
た
名
札
を
さ
げ
な
が
ら
、

ご
且

ま
き
″
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
行

い
、
真
冬
日
の
と
て
む
寒
い
一
日

で
し
た
か
、
子
供
た
ち
は
、
寒
さ
を

吠
き
と
ば
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を

遇
ご
し
ま
し
た
。

▲元気いっぱいに豆まき

集
会
所
な
ど
の
工

事

着
々

と
進
む

阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
県
北

処
理
区
周
辺
対
策
事
業
の
森
江
野
中

央
集
会
所
（
仮
称
）
な
ど
の
建
設
か
、

県
の
施
行
に
よ
り
現
在
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
建
設
工
事
は
、
森
江
野
小
学

校
と
道
路
を
は
さ
み
南
側
の
杓
八
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
昨
年
十
月

に
着
工
し
た
も
の
で
、
今
年
の
七
月

に
峻
工
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
工
事
内
容
は
、
集
会
所
と

体
育
館
の
二
棟
の
瞳
物
と
駐
車
場
な

ど
の
舗
装
工
事
な
ど
で
、
建
物
は
、

二
棟
と
も
鉄
骨
造
平
家
建
て
で
す
。

集
会
所
の
面
積
は
、
六
百
十
四
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
季
節
保
育
所
、
会

議
室
、
調
理
窒
、
老
人
室
（
和
室
）
、

事
務
室
、
浴
室
な
ど
か
あ
り
、
体
育

館
の
而
積
は
、
四
百
二
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
で
案
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か

Ｉ

而
と
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
。
屋
外
に
は
、
車
が
六
十
台

収
容
で
き
る
駐
車
場
や
、
児
瀲
遊
び

場
。
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
場
な
ど
の
面
積

か
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
周
辺
対
策
事
業
は
、
俸
江
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
用
地
周
辺
郁
の
お
お

む
ね
Ｉ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
総
額

十
一
億
四
千
万
円
を
投
じ
、
県
の
事

業
と
し
て
適
路
の
整
備
と
集
会
所
や

グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
施
設
の
整
側
を
行

う
も
の
で
、
昭
和
六
十
八
年
度
ま
で

年
次
別
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲黼々と工事が違 む中央輿会所など

行
政
相
談
懇
談
会
が

開

か

れ

る

Ａ舛心に意見が交換された行政相談懇験会

一
月
二
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
．
町
公
民
郎
で
、
行
政
相
談
懇

談
会
か
開
か
れ
ま
し
た
．

こ
の
柵
鮫
会
は
、
福
島
行
政
監
察

事
務
所
、
町
行
政
相
談
委
員
（
内
池

和
子
さ
ん
）
と
町
が
主
催
し
て
開
い

た
も
の
で
す
．

相
談
懇
談
会
に
は
、
農
協
の
松
浦

宏
参
事
は
し
め
、
藤
田
勝
衛
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
．
野
村
チ
ヨ
ノ
町

連
合
婦
人
会
長
な
ど
．
町
内
各
層
の

有
康
者
か
参
加
し
ま
し
た
．

行
政
相
談
は
、
公
平
で
中
立
的
な

第
じ一
者
的
な
立
場
か
ら
、
行
政
機
関

の
業
務
に
対
す
る
苦
情
や
．
行
政
施

策
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
て
、
個
々
の
苦
情
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
．
行
政
施
策
の
改
善
を
図

っ
て
ゆ
く
も
の
で
す
．

相
談
懇
談
会
で
は
、
高
齢
宥
対
策

や
年
金
問
閣
、
交
通
事
故
の
相
鮫
、

県
立
図
書
館
前
庭
の
敷
石
の
問
題
、

公
立
藤
田
総
合
病
院
駐
車
場
の
測
溝

の
改
善
要
鼠
な
ど
、
活
発
な
意
見
か

出
さ
れ
ま
し
た
．

編

集

日

記

▽
一
月
二
十
五
日
ご
ろ
、
役
場
玄
関

入
口
の
傘
立
て
の
上
に
、
ト
レ
ー
ナ

ー
（
黄
色
）
と
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
（
黒

色
）
の
忘
れ
物
が
あ
り
ま
し
た
。
町

内
の
商
店
か
ら
賈
り
た
ぱ
か
り
の
も

の
で
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
っ
て
お
り
、

女
子
中
学
生
か
女
子
高
校
生
の
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
お
心
あ
た
り
の
方

は
、
役
鵬
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
茸

八
五
－
一
二

一
一
内
線
二
五
三
有
線

四
一
七
五
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
立
春
を
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
、
一

月
の
暖
冬
と
は
う
ら
は
ら
に
、
寒
が

も
ど
り
て
き
ま
し
た
・

九
州
な
ど
で

は
、
平
年
よ
り
二
週
間
以
上
も
早
く

”
春
一
番
”
が
吹
き
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
は
、
ま
だ
眷
遠
し
の
感
じ
が
し

ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
ま
た
カ
ゼ
が

は
や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
。
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
な
い
よ

う
、
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
出
か
け
て
み

て
は
い
か
か
で
す
か
。
　

（
佐
）

発
汀
‐
編
集

国
見
町
企
画
課

榲
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
Ｔ
田
二
２
の
Ｉ

Ｓ
九
六
九
－

一
七
’

Ｓ
（
○
こ
四
五
で
八
瓦
１
二

．
．
．
（
代
表
）
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